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コミュニティ支援を意図した防災空間情報に関する研究
その2.横浜市神奈川区における地震災害危険度評価

危険度評価 地震災害 避難経路
コミュニティ 空間情報 G IS

1.序

前編 (その1)では､自主防災活動の現状についての

アンケート調査方法､及びその結果､横浜市の防災マッ

プ調査について記述した｡本編では､そのアンケート調

査と防災マップ調査の結果をもとに､GISを使用して災

害危険度を空間情報化することを目的とし､住民の求め

る災害情報をより明確 ･簡単に把握可能にする表現手法

を検討する｡

2.神奈川区における地震災害危険度の評価

2-1 地震災害危険度評価の手法

神奈川区を対象に地震災害の危険度を､GISを利用し

て今一度評価をし､現状の概観を行う｡

まずt地図上で表示する情報をより明確･簡単に把握

可能にするために神奈川区を50mのメッシュで区切り､

横浜市の基礎調査資料*1等をもとにメッシュごとに評

価項目の情報の入力を行った｡50mのメッシュを用いた

のは､横浜市のわいわい防災マップとの比較検証を行う

ためと､災害危険度をよりマクロな視点で比較するため

である｡前編の防災マップ調査で挙げられた掲載項目か

ら必要と考えられる項目を追加したデータ項目及び各資

料元を蓑1に示す｡

データ項E データJa8 元データ データ形式
建物 帳 面執 横浜布基礎iE五 ポリゴン

ポリゴン
沸浜市基や鼓 ポリゴン

温良 通算 l{ ライン
主星i姐 繍浜-FF基脚立 ライン
iL賂聯角皮 グリッド

河川 河川 搬市基附せ ポリゴン
fT書 は高 グリッド
液状化地盤 ポリゴン
人口 人口 鵬市基材杢 ポリゴン
危険¢所 区発行防災l7プ ポリゴン

急按料地 続映市島脚 ポリゴン
広唯MtB所 広地JtLB所 区柁行防マプ ポリゴン

広収Nt確所区域 区発行妨!マプ ポリゴン
地域防災躯点 区発行坊くマチ ポリゴン

区先行防̀マプ ポリゴン
オープンスペースオープンスペース 済浜市基早蓑 ポリゴン
学故 浦ifi市基Q蓋 ポリゴン

蓑1:データ項目

2-2 地震災害危検度評価マップの作成

地震災害危険度の評価方法は､建設省都市局都市防災

対策室監修の ｢都市防災実務ハンドブック｣1)を参考にし､

｢建物倒壊危険度｣｢火災危険度｣｢避難危険度｣｢総
合危険度｣の4つの危険度の評価を行う｡

日本建集学会大会学術計沸梗狂集
(九州) 2007年 8月

正会員 ○武石 遺書
同 山家 京子''

(1)評価項目

災害時に起きる被害は様々な要因が絡んで発生するこ

とから､表2に示すように､危険度の評価項目を複数設

定し､重ね合わせることで評価を行う｡

危険度 評価項目

建物倒壊危険 建物密度 ×木造密集率 ×老朽建物 ×液状化地盤
火災危険度 建物密度 ×木造密集率 ×空地率
避難危険度 人口密度 ×避難距離 ×老朽建物

総合危険度 r建物倒壊危険度｣｢火災危険度｣｢避難危険度｣

(2)評価方法
表2:危険度評価項目

各評価項目の危険度を段階的に分類し､評価を行う｡

その各評価を点数化し､乗算していくことで総合的な評

価を行う｡以下に各評価項目の算出方法を示す｡

建物密度 メッシュ内の建物の建築面積の和をメッシュ

面積で除した値により算定した｡

木造密集率 メッシュ内の木造建物建築面積の和を算出

したものをメッシュ面積で除して値とする｡

老朽建物 耐震性が劣化している危険がある木造建物の

危険性を評価する｡メッシュ内の建築年数が木造20年

以上の建物の述べ床面積の和をメッシュ面積で除したも

のを値とする｡

液状化地盤 南関東地震被害想定に基づいて50mメッ

シュごとの液状化判定を行ったデータを使用する｡本研

究では､PL値が5以上になると液状化危険度が高くなる

ことから､【5≦pL】のものを表示した｡

空地率 メッシュ面積からメッシュ内の建物建築面積の

和を引いた値を､メッシュ面積で除し､値を求める｡

人口密度 町丁目ごとの人口を用いて､各メッシュに案

分したデータを与え､メッシュ面積で除して億を与えるO

避難距離 広域避難所の中心点から半径500mごとの距

離を表示させた｡

2-3 地震災害危険度評価結果

｢建物倒壊危険度｣では､大口仲町付近や浦島町付近

が最も危険度が高く､建物が少ない沿岸部及び神奈川区

西部は危険度が低い｡｢火災危険度｣では木造密集率の
高い斉藤分町､大口仲町近辺の危険度が高いという結果

が出た｡｢避難危険度｣においては､避難距離は近くて
も人口密度や木造老朽建物の密集率の高い神奈川区中心

部の危険度が高く出た｡

これら3つの危険度を統合した ｢総合危険度｣を図1
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に示す｡やはり､木造密集率が高く､人口密度も高い白

幡町から西神奈川付近は､避難場所までの避難距離が近

くとも危険度が最も高い値を示した｡それに対し､菅田

町､羽沢町付近の神奈川区西部は危険度が低い｡これは

建物密集率が低く､液状化の危険性もあまりないことが

要因と考えられる｡

3.避難経路危検度評価
図1:総合危険度評価

3-1 避難経路危険度評価の手法

2章のアンケート調査から､避難に関する不安や､避

難場所は知っていても､実際に避難経路を確認している

人は少ないことが明らかとなった｡そこで､危険度の中

でも特に避難に着目して評価分析を行う｡

2章で得られた ｢総合危険度｣の値を道路に与え､さ

らに前編 (その1)で行ったアンケート調査で指摘され

た危険箇所より､ ｢道路標高差 (傾斜)｣｢急傾斜地 ･
がけ崩れ危険箇所｣｢高層建築物からのガラスの飛散領
域｣3点の評価項目を加えて､避難場所*3までの経路の

危険度評価を行う｡

3-2 避難経路危険度評価方法

2-2と同様に危険度を段階的に分類し､評価を行い

点数化するQ次にGISを使用して道路ごとの評価点数を

加算したものにその道路長さを乗算し､通りにくさの値

として道路に与え道路ネットワークを形成し､避難経路

の危険度評価を行う｡ここでは､可視性を高めるために

危険度評価点を4段階に分け､ポリゴン化して表示した｡

以下に各評価項目の算出方法を示す｡

結合危険度 2章で作成したものを使用し､5段階に行

った評価ランクを得点とする｡

道路標高差 (傾斜) 標高値から算出される道路の傾斜

をパーセント (%)で債を与えるo

急傾斜地 ･がけ崩れ危険箇所 危険箇所を通る道路に通

りづらさの値を最高値にして与える｡

高層建築 物からのガラスの飛散領域 5階建て以上の建

物を対象に建物高さから30度の角度を取って建物周辺に

バッファを形成する｡形成されたバッファ領域と道路の

ラインデータから5mのバッファを形成したものとが重

なる面積をその道路長さで除し､値を与える｡

313 避難経路危険度評価結果

まず､4章で得られた総合危険度を指標として道路に

加えた図では､神奈川区中心部から東部にかけては､避

難場所が近くにあったとしても危険度が高いという結果

が得られた｡また､神奈川区の西部では､避難場所から

少し離れた場所であっても比較的容易に避難出来ること

が分かった｡

さらにアンケートで得られた危険度評価項目の指標を

加えたもの【図2】をみると､結合危険度を加えたものよ

り律屋町や西寺尾､反町付近の危険度が高くなっている

ことが明らかとなった｡これは､ガラス飛散の危険性等

があるために危険度が高くなっていると考えられること

から､高層建物付近には空地をとるなどの計画を行うこ

とが避難危険度の軽減に役立つと思われる｡

4.まとめ
図2:避難経路危険度評価

本研究により､GISを使用し得られた地震災害危険度

評価では､神奈川区中心部が最も高い危険度を示すこと

が分かった｡また､避難経路危険度評価においては､避

難場所の近くであっても避難が困難な区域が存在するこ

とが明らかとなった｡

本研究ではGISを使用して､住民が知っておきたい防

災地図情報を防災マップ化することを試みた｡しかし､

GISで情報を処理する際の誤差等､改善すべき課題を抱

えており､危険度評価の手法の有効性を実証出来たとは

必ずしも言えない.今後は､マップの作成範囲を広状

住民の方にも参加して頂いてより主体的なマップ作成を

行い､比較検討することで､災害情報の規格の統一化及

び情報の充実化につながり､コミュニティネットワーク

における情報の共有化が可能となると考えられる｡
[8I辞】
液状化学戒区域データの使用に的しては秩浜市安全管理局にご協力頂きました｡記して
感謝の意を表します.GISでの分析についてご指斗塀いた株式会社パスコの方々に感謝の
君を菜します｡
【補注】

*1 本研究では横浜市基礎謂重の平成12年度のデータを駐用する｡
*2 帝状化書成区域データの使用では横浜市安全管理局危捜管理室にご協力頂いた.
*3 ここでの遮燕境所は､広珠雌 場所及び地域妨災拠点､オープンスペース､学校を
指す｡
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